
工学部技術部の組織化について

高　橋　　　肇

(工学部　前技術部技術長)

1　技術部組織化の経緯

(1)平成16年2月,技術職員の組織化･一元化について,工学部長より要請があり,組織化問題検討WGを発足した｡

(2)メンバーは皆川教授(評議委員),近藤教授(工場長),石塚事務長,南竹専門官,高橋専門官で, 7月頃までに

技術職員の組織化･一元化についての答申を工学部長へ提出することを確認した｡

( 3 )すでに組織化が行なわれていた宮崎大学工学部教育研究支援技術センターおよび,電気通信大学技術部の組織や

業務支援の形態を参考にした｡組織化問題検討WGは11月までに5回にわたり技術部規則,および業務の流れ,

業務依頼について検討を重ねた｡

(4)平成16年12月に臨時工学部運営会議によって,技術職員の組織化の集中化が審議され,平成17年1月15日の定例

教授会で工学部技術職員の組織化が承認,技術部規則,技術部管理運営委員会規則,技術部業務実施委員会規則

等も同時に承認された｡

(平成17年1月19日(月)制定, 4月1日施行)

2　技術部組織化問題検討WG

技術職員間題の背景

( 1 )技術職員は各部署に於いて教育研究の遂行の一端を担っている｡

(2)技術職員の人数が限られており,教員全員が技術支援を得られない｡

(3)専門技術を見出せない技術職員がいる｡

(4)技術職員に対する期待も技術や機器の進歩に応じて変化する｡これらの進歩に対応できる研修制度を機能させる

必要がある｡

( 5 )学科に配置された事務職員,及び短期時間勤務職員等が学科事務支援室に集中化され,各学科における技術職員

の配置数に不均衡が生じた｡これを職務的に是正することも考慮する必要がある｡

(6)大学の法人化に伴い職員の削減は今後日常的に求められる状況である｡

(7)技術職員の組織,および職務形態を再検討し,技術職員が有している技能･技術を工学部等の教育研究に活用で

きるようなシステムを導入することが緊急の課題である｡

(8)集中化は専門性の高い技術を養成する事には向かないものの,定型的な技術(例えば学生実験の支援,パソコン

の管理)支援,および各種資格や免許の取得に一定の成果があると予想される｡先端的な専門性が所属する学科,

および研究室で技術力を発揮できない職員には適切な配置であると考えることも出来る｡

3　再編の枠組み

(1)大学の中期目標･中期計画に技術職員の集中化の方向が示されている｡

(2)技術職員を-箇所に集中配置し,必要とする部署に出向して職務に当たる｡

(3)高度な技術技能を持つ技術職員が養成できる組織であること｡

(4)技術職員の専門性を高めること｡

(5 )計画的な研究制度や技術職員間の支援体制を導入するためにも技術職員全体を管理できる組織は必要である｡

(6)集中化する新しい制度は管理するものに強い指導力が求められる｡この指導管理運営体制も手探りで模索しなけ

ればならない｡この体制を継続的に改善する仕組みを持つ新しい組織を創設しなければならない｡

(7)一方,これらの技術は高度な専門性を獲得しない限り,アウトソーシングを利用して対応できる可能性が高く,

定員削減の対象とされる危険性を残している｡
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4　組織改革

(1)目的は技術職員の職務遂行能力を改善し,その技術支援を工学部,および全学の教職員が受けられる仕組みを機

能させることにある｡

(2)技術職員の配置を現状の各学科､研究室､及び中央実験工場から,技術部とし集中化した上で,各教員よりの業務

依頼により各学科,研究室等に出向き業務を行う｡

(3)職務割合について,各技術職員は配置先の職務(本務)の他に,技術部として工学部共通,あるいは全学的支援

の職務(支援業務)を遂行し,業務の進捗状況を技術部に報告するものとする｡

(4)また,技術部に配置された技術職員は,専門性を高める長期研修･支援業務,および短期的な各種支援業務を遂

行する｡

5　技術部の設置

(1)専門性の高い技術職員を養成する機能を確保しながら,技術職員に対する現今の期待に応えられる鹿児島大学工

学部技術部を設置する｡

(2)技術部に技術職員の業務に関する重要事項を審議するための運営委員会を置く｡

(3)技術部に業務実施委員会を置き,工学部,および本学の教育研究支援,および技術支援を計画遂行し各技術職員

の研修､および日常業務を統轄する｡

5.1　技術職員の配置

(1)技術職員は現在と同様に各学科,研究室,および中央実験工場に配置される｡

また,技術部に配置された技術職員は,専門性を高める長期研修･支援業務,および短期的な各種支援業務を遂

行する｡

(2)新たに採用される技術職員は原則的に技術部に配置され,長期研修する研究室等に派遣されるものとする｡

(3)技術職員は工学部の教育研究支援,および本学の技術支援を職務とするので,従来の各技術職員が配置された部

署のみの意向で,技術職員の補充を行うべきではない｡

(4)技術職員の支援要請の業務分野,技術職員の専門性の分布等を考慮して,技術職員の職務を統括する技術部が主

体となって後任の技術職員を選考できるように制度を変更すべきである｡

(5)新しく採用された技術職員は,自らの専門性を高めるために,適宜な研究室等において長期町こ研修できる仕組

みを持つべきである｡

6　課　題

技術職員間題は新しい組織を作って解決される訳ではない｡技術部が,工学部,および全学の技術支援要請を受け,

各技術職員に対する指導管理能力を適切に発揮する組織として機能することが,肝要である｡そして業務実施委員会の

指導力を高めるための継続的な評価改善システムが必要となる｡
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業幕のMLれ

1.薫尭住持

2.薫尭幹T t中止I且己F'葺尭祉藍住璃
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コ.薫露の報告

圭尭実施書見意

半期亡E.ヶ月)毎に
業持報告書を提出

4.壬悪例

0長期圭荘: 1年･-ヨ年

･カリキュラムに登録され,てい古通年または半期(6ケ月)の草生実妹･実習､
講習等

･教具個や巾研究で技術的荘重靖を長期に必要とするもの

･宇部､学科等の通年的な圭溝を亜要とするもの

亡書見台等の婁異の委嘱､皐サトワ1一子管理)

･研究プロジェクト中萱喜モ研究･某同研究等中主環

0短期圭濡:ヨヶ月･-1年

･カリキュラムに聖経されている通年または半期圧.ヶ月)の草生実験.実習､
講習等で長軸圭靖以外中葉軌講習､実習等の補助､

･教具個やFJ研究で技術的な圭靖を短期に必要とするもの

･宇部､学科等F)短期の技術支靖を必要とするもの

亡研究実験装置の製作､管理退官喜封晶の点桂)

･研究プロジェウト春画

OfiJt寺圭芯: 3ケ月J;1内

･研究実験装置の捕帽

t丸喜式､特別講義等の重標
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珪甫ヨ;書見宝･意諾

□在籍牙管理謹言兄貴　婁最長- :技術部長

亡11技術部長
亡封副学部長亡1島)

亡弟中央美辞:工増長
亡5)措桔技術長愚tFl技術長

亡封学科長けノ横道先端材料工学専攻を含む)　亡6)事持長

口重尭実施書見貴　　幸異島:結括技術長

亡11結桔技術長　　　　　　　　(封先任技術専門瑞異
亡封技術長　　　　　　　　　　　用技術和島

在籍部内の小暮兄貴

撞^蝣ike意等1

□在籍尊兄会議　　　招集=桔括技術長

6ケ月毎に､あるいは必要に応L:て臨時に桔桔技術長が招集する

〇　品在籍会議　　　　招集:技術長

コケ月毎に､あるいは必要に応じて臨時に技術長が招集する

喜蓑事については､桔桔技術長に報告する

□在籍璃会議　　　　招集= Ⅰ脹

1ケ月毎に..あるいは必要に応じて臨時に班長が招集する

喜蓑事については､技術長に弼告する
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技術部の申し合わせ事項りJ､委員会

技術部の申し合わせ事項･/ト委員会

学外で業務を行う場合

◎　r学外勤務届｣の取IJ扱い
学外勤務は､安全管理･労務管理等の研修､聯務に必要な資格の講習､資材調達､
技術打ち合わせ等で学外(鹿児島市内)で業務を行うときに届けを直属の業務管
理責任者へ提出してください｡
交通及び業務の安全には十分の配慮をお願いいたします｡

学外勤務届

上記の業務で鹿児島市外で勤務しなければならないときは､ ｢旅行命令書｣を
総務係に､そのコピーを総括技術長に提出してください｡

◎　学外勤務上､業務遂行に車が必要な場合は､公用車を使用してください｡
使用前に燃料計を確認し､ガソリン(レギュラー)を給油しければならない場合､
契約係(工学部)で発注依頼票を作成してもらってください｡
今年度の給油所は｢増田石油｣ (みずほ通り)です｡
公用車の運転は運転登録をされた職員のみ運転できます｡総務係で登録申請して
ください｡
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